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研究目的

• 本研究はLatanéらに由来する社会的影
響モデルが，意見を実数値で表現す
る場合にも適用できることを，疑似
実数値の計算試行によってデモンス
トレイトする．

• 社会的影響モデル(Social Impact Theory)

• DSIT   (Nowakら,1990,1994)

• セル空間，セル＝行為者
• セル間距離に基づく社会的影響
• モデルの帰結

• 社会的影響によって多数派は増え，少数
派は減る

• 少数派はクラスタ化して生き残る

• 疑問
• ２値状況の特殊性

• 意見のcompromiseがない

• 社会心理学では社会的影響に関す
る議論は多いのに，扱う事象が限
定的過ぎないか？

図１：元のモデルの再現例
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モデル拡張の試み
• Model0：オリジナル

• Model1：意見数３以上を許す
• (高木,2018abc)

• Model0の傾向を復元:初期少数派は
• 均衡時までの減少率が大

• 凝集性(自己隣接)が高い

• 少数派同士に隣接傾向

• ２多数派があるとき，少数派は多数派の接
点で生き残る

• Model2：意見間距離を導入
• (高木,2020ab,2021)

• 意見変化方法を「最適値選択」に変更

• 結果：意見の近い集団が隣接しやすい

• 1次元５段階の意見での適用例 ↓

• 問題：意見の位置(値)を実数にできないか？
• 社会心理学者はしばしば，実数次元で社会的影響を

イメージしてきた
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Model3：実数値意見のモデル

• Model2を改変：意見を実数値表記

• 問題：Model3でも前のモデルのように，
意見が相違する分布を再現できるか？

• Model0～2では意見(集団)の値は質的or段階
で変化した．故に隣接セル間で意見の相違が存
在できた．しかし意見が連続変量であるなら，
いかなる相違も調整できる余地がある．した
がって全セルの値は同一になって均衡するので
はないか？

• 再現できるのではないか？
• Model0以来，社会的影響モデルには意見変化

への抵抗という要素が組み込まれていた．例え
ば変化のための閾値．

• ある閾値を超える圧力がないと隣接するセル間
でも意見変化は生じない．そのため，空間内で
意見の相違は残る余地があるだろう． 

• Model2,Model3の前提
• セルは以下の評価値が最大となる意見を採用，

と仮定
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Model3：モデルの特定

• セル空間 50×50, Torus

• セル＝エージェント数2500

• セル間にブロック距離を定義

• ノイマン近傍

• 意見

• 初期状態でセルの意見は一様乱数で割当て

• 意見の値域 [0,5]

• ２進数の組 212から意見を実数値に変換 → 疑
似実数

• 値の１目盛り = 0.0012…

• ストレス

• 他者の異なった意見は当人にストレスをもたらす

• 意見距離が大いほど（通常は）ストレスが大きい

• 空間距離とともにストレスは低下

• 適応値，評価値

• ストレス関数 s = f(d), d は空間距離，デ
フォールトで s = d.

• 意見の評価値 = ストレスの小ささ － 変化
抵抗(閾値由来)

• 評価値最大の意見をセルは選ぶと仮定

• 最適意見の算出

• × 遺伝的アルゴリズム → 止める

• 〇 212 の意見位置のすべてについて評価値を
計算→ 最適値を決める

• シミュレーションの流れ

• １試行でラウンドを繰り返す

• 意見変化が全く無くなる＝収束

• 1条件で10試行

• 便宜上

• [0,5]の値域を５等分して度数を集計して表示
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分析１：モデルの動作の確認

• 目的：Model2の結果と同様になるかを
確認

• 要因：閾値係数，２水準
• 標準閾値条件：θ=0.5

• 小閾値条件 ：θ=0.1

• 結果
• 意見の異なる値が残る

• Model2の結果と同じく「歩み寄り」が
生じる

• 閾値が小さくなると信念の値は中心に集
中

初期の
中央値

均衡時の
中央値

信念の平均 2.51 2.52

信念の標準偏差 1.45 0.62
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初期の
中央値

均衡時の
中央値

信念の平均 2.51 2.50

信念の標準偏差 1.44 0.23

• 標準閾値条件
• 中心的傾向への歩み寄り

• 均衡時に信念のバラツキ
は小さくなる

• 小閾値条件
• 歩み寄りの度合いが高い

• 均衡時の信念のバラツキは標
準条件より低(p=.000, U検定)



個別ケース：標準閾値条件，No.6のケース
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• セルの信念値を順位
ごとに並べる

• 初期分布では一様乱数
で値を割り当てている
ので，45°線に近い

• 均衡分布では全般に値
が平均に近づく

• 初期分布から均衡分布へ

初期分布の信念値

均衡分布の信念値

高順位

初期分布

均衡分布

信念値の順位低順位

信念値

高順位

• 初期分布での信念値と，均衡分布での信念
値をプロットする

• 信念値のレンジは均衡分布で狭まる

• 中央の45°線：初期と均衡間で信念値がほとんど
変わらなかったセルが集まる．クラスタ形成の中
心セルであった可能性

• 初期で高い値であれば45°線より下に，初期で低
い値であればに45°線より上に，つまり中心に向
けて値を変化させたセルが多いことが分かる．



個別ケース：小閾値条件，No.6のケース
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• セルの信念値を順位ご
とに並べると

• 均衡分布では全般に値
が平均に近づく

• 均衡分布ではほとんどのセ
ルが中間的な値の範囲に収
まる

• 初期分布の信念値×均衡分
布の信念値

• 信念値のレンジは均衡
分布で明確に狭まる

• 均衡分布の信念値は５
つのクラスタに分かれ
る(大規模クラスタ分
析) 下に図示

• 狭い値の範囲で，セルは明
確にクラスタ化している

• それぞれのクラスタ内で信
念の値は非常に接近してい
る（信念の層化）

信念値

低順位 高順位信念値の順位

初期分布

均衡分布

均衡分布の信念値

初期分布の信念値



類似セルとの隣接
• 信念値のレンジを５分割してクラスタとみな
し，Model2の分析同様に隣接係数を計算

• → Model2と同様の傾向
• クラスタの凝集性を示す自己隣接係数(表１，

２の対角要素)は１を超える．凝集性がある

• 凝集性は小さなクラスタほど高い

• クラスタ間の隣接係数は距離が遠いほど小さい

• 今回の結果では信念値は実数扱いなので，セルの
信念値とその周辺セルの信念値平均との相関係数
で周辺セルとの値の類似は分かる

• →均衡時点では，周辺セルとの相関係数は高い
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表1：隣接係数(平均)　標準閾値条件

1 2 3 4 5
1 118.04
2 1.26 2.58
3 0.40 0.61 1.36
4 0.34 0.38 0.58 2.62
5 0.00 0.36 0.52 0.82 86.32

表２：隣接係数(平均)　小閾値条件

1 2 3 4 5
1 -
2 - 29.10
3 - 0.22 1.02
4 - - 0.18 21.86
5 - - - - -

表3：周辺セルとの信念値の相関係数

初期分布 均衡分布
標準閾値条件 0.011 0.739
小閾値条件 -0.007 0.962



分析２：様々な影響の形

• Model2では，
• 通常の「歩み寄り」
• 「極性化」
• 「分断」

という予測が，条件によっては存在した．

• Model3でもこの予測を生み出せるか？

• 可能だった
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極性化のケース

• 初期分布が偏るとき，社会的影響によっ
てより極端化する（極性化）

• 初期状態で傾斜分布(左傾):右グラフ
• 信念のセル平均値は均衡状態で低下（さ
らに左傾）

• 信念のセル間SDも低くなる

• (Wilcoxon符号順位検定)

• 極性化を高める要因を導入
• 閾値係数：小さいほど社会的影響の支配力が高

まる

• ストレス関数が逓減的：逓減的なら，極端な信
念でもストレスを受けにくい

• 結果： 右グラフ
• 信念平均はより左傾

• 信念SDは極端に低下
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条件
・標準閾値係数
・中立的ストレス関数

条件
・小閾値係数
・逓減的ストレス関数
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分断のケース

• 初期分布が両極に偏るとき

• 通常は中央への歩み寄りがある．

• 条件によっては両極化＝分断が進むことがある

• 分断の条件

• 距離のある意見からの影響を緩和するストレス
関数 逓減的／逆U字型関数
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• 説得研究での「メッセージと受け手の意見距離」要因

• 距離のあるメッセージは拒否されるという結果

• 意見距離と影響力は逆U字関係：社会的判断理論

• Aronsonら(1963)，原岡(1977)

意見距離

効果



考察

• 粗い疑似実数を使ったことを
前提として、Model3は
Model2の予測をほぼ再現
• 対称的な初期分布の下，中心的
傾向への「歩み寄り」

• 意見が近いセルが隣接
• 類似セルがクラスタ化

• 意見集団の凝集性

• 「極性化」，「分断」も条件に
よってあり得る

• モデルの主要パラメータ
• 初期分布

• 閾値係数
• 問題は閾値係数の値とセル間距離
の比率

• 閾値が高いほど，意見の変化抵抗
は大きく，社会的影響の力が弱い

• ストレス関数
• 逓減的／逆Ｕ字型関数：意見距離
が遠いセルへの影響力が減殺され
る－分断の可能性
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• この研究について，次のサイト
で資料を閲覧，ダウンロードで
きるようにしておきます．よろ
しければご利用ください．

http://eiji-takagi.la.coocan.jp/

   高木英至：eiji_takagi@nifty.com

14

http://eiji-takagi.la.coocan.jp/

	スライド 1: 社会的影響モデルは実数値意見に適用できるか？
	スライド 2: 研究目的
	スライド 3: モデル拡張の試み
	スライド 4: Model3：実数値意見のモデル
	スライド 5: Model3：モデルの特定
	スライド 6: 分析１：モデルの動作の確認
	スライド 7: 個別ケース：標準閾値条件，No.6のケース
	スライド 8: 個別ケース：小閾値条件，No.6のケース
	スライド 9: 類似セルとの隣接
	スライド 10: 分析２：様々な影響の形
	スライド 11: 極性化のケース
	スライド 12: 分断のケース
	スライド 13: 考察
	スライド 14: 文献

